
ろう者・聴覚障害者に「優しい」施設、専門的な施設へ
組織性、現場力、日常的なネットワークの構築と蓄積が大切

特定非営利活動法人全国聴覚障害者情報提供施設協

議会の2014年度総会、第10回（通算第22回）大会が、

６月26日（木）～27日（金）、長崎県聴覚障害者情報セ

ンター主管にて、長崎市で開催されました。

総会では44施設会員の内43施設会員が出席し、2013

年度事業報告・決算、2014年度事業計画・予算及び役

員体制の議案を協議、採決を行いました。現在、情報

提供施設の未設置地域は８道府県。この未設置県の解

消、デジタル機器の整備を受けたネットワーク構築、そして難聴者・中途失聴者支援の充

実などが話し合われました。

大会では、「これからの聴覚障害者情報提供施設のあり方」と題するシンポジウムが行

われました。情報提供施設の情報はまだまだ知られていない、専門的な施設となり得てい

ない等の厳しい指摘が相次ぎました。ろう者・聴覚障害者に「優しい」施設であることが

現場として大切。そのための組織性、現場力、日常的なネットワークの蓄積が大切である

と学びました。

27日は、第一ブロック（札幌、青森、岩手、福島、新

潟、石川、長野、福井、富山及び今年度中に設置予定の

宮城）の情報交換を行いました。映像ライブラリー、派

遣事業・養成事業の現状と課題、災害対策や指定管理者

制度への対応などが話し合われました。どこの施設も不

十分な条件の中で苦労しつつ取り組んでいる様子があり

ました。

次回の2015年度総会・大会は、山口県聴覚障害者情報センター主管で開催されます。

★センター運営募金を

お寄せ下さい★

郵便振替口座；

00790 - 0 - 93002

名称；富山県聴覚障害者

センターを支える会

センター利用の実績 ６月21日～７月20日

●来所者 合計約598名
聴障者約282名、健聴者約316名

●コミュニケーション支援コーディネート88件
●ライブラリー貸出 １件２本
●相談対応８件 ●部屋貸出43件

●協会とセンターのホームページ

http://www.tomichokyo.or.jp

●手話通訳・要約筆記・ライブラリ・セ

ンター利用の「手引き」を配布してい

ます。

http://www.tomichokyo.or.jp

